
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界は、ロシア軍がウクライナに侵攻、多くの市民が犠牲になっています。背景には「気候変動」にからむ事情が原因の

一つ「気候戦争」であることも捉えなくてはなりません。また、国連の「気候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ）」では、気

候変動の被害拡大を抑えるには、温室効果ガス排出削減に「一刻の猶予もない」ことを改めて示した通り、干ばつによる

飢餓や紛争がはじまっています。私たちの「いのち」に関わる２０３０年が確実に迫ってきています。 

新型コロナウイルスの終息が見通せなく、コロナの時代で暮らして２年が経ち、私たちの生活様式も変化せざるをえない

時代に入りました。これらの危機は人間の行為が引き起こした自然環境破壊と深く結びついています。 

 発足から１年経ち、コロナ禍で活動に制限がありましたが、「ブッシュクラフトキャンプ」「焚火」「みそづくり」等を実践してき

ました。これらの活動を広範に拡大し、生態系の一員である私たち人間が、人間生活と自然の調和、共存を目指し、人間

とは何であり、どうあるべきか。そして、自然環境保全に向けた具体的な実践を目指し、多くの組合員や賛同して頂ける地

域の方々との連携を広め「ヒューマン・エコロジークラブ」から発信、実践していきたいと考えています。 

（サウジアラビア南部のルブアルハリ砂漠。青々とした円形農場。地下深くから水を汲み上げ巨大スプリンクラーで散水している。） 
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